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神奈川県にみられるモミ自然林の植物社会学的研究*
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Phytosocilogical Study on the Abies firma Forests

in Kanagawa Prefecture

Ryouzi lztJMI and
Mikio ToHYAMA**

Summary : TheAbies firma forests at the Mts. Tanzawa and the
Mts. Hakone

in Kanagawa Prefecture were recognized as the Illicio
IAbietetum

firmae Suz.I

Tok.. (1961) which was subdivided into the following subassociations :

Subass. of Quercus acuta

Typical
subassosiation

Subass. of Tsuga sieboldii

Subass. of Fagus crenata

These Abies firma forests investigated were recognized as an independent

assosiation. They were found in the temperate ecotone between the warm tempe-

rate zone and cool
temperate one. These forests were scattered from 400m to

lOOOm above sea -level.

は じ め に

日本の森林帯を論ずるとき,太平洋側に多くみられるモミ林の位置付けが常に問題にな

る｡

わが国の温帯を大きく二つに分ければ,暖盟帯(カシ帯,常緑広葉樹林帯,照葉樹林帯,

ヤブツバキクラス域)と冷温帯(ブナ帯,落葉広葉樹林帯,夏緑樹林帯,ブナクラス域)

に分けられることは多くの研究者が認めるところである｡モミ林はこの両帯にまたがり分

布し,特に暖温帯と冷温帯の中間部に帯状をなし一つの植物帯を形成し,モミ帯と呼ばれ

ることもある｡そこでこのモミ帯を暖温帯と冷温帯とは独立した森林帯ととらえるか,あ

るいはどちらかの森林帯に.または両者の森林帯に含まれるかと考えるかがもっとも議論の

分かれる点である｡

モミは大気汚染に耐性がなく,開発と共に減少の一途をたどっている植物と言われる｡

*横浜国立大学教育学部理科教育実習施設研究業績12号

**横浜国立大学教育学部生物学教室(Department of Biology, Facalty of Educa-

tion, Yokohama National University )



_7
_?

和泉良司･遠山三樹夫

かつては神奈川県内にもかなり分布していたといわれているが,近年は場所によっては珍

しい植物の仲間に入れられるようになった｡群生地として名高い県指定の天然記念物であ

る｢大山の原生林｣においてもモミの立ち枯れが目立ち,おそらく酸性雨の影響ではない

かと考えられている｡

そこで神奈川県内を中心に残存するモミ自然林の調査を実施し,これを記録に残すこと

は今日的責務と考えこの研究に着手した｡調査結果は植物社会的に考察し,合わせて典型

的な林分については群落記載的研究を行った｡

現地調査にご協力いただいた本学環境科学研究センター大野啓一博士,また生態学研究

室の高木宏,杉山克之,田中徳久の各氏に厚くお礼申し上げる｡

調査地の概況

神奈川県は北西に丹沢山地を西に箱根火山をひかえ,東に東京湾,南に相模湾に面し,

これらの間に丘陵地帯が広がっている｡

丹沢山地は標高1000-1600mの間に大山(1251m)
,鍋割山(1272m) ,塔ケ岳(1490

m) ,丹沢山(1567m) ,蛭ケ岳(1672m) ,桧洞丸(1551m)の山々を連ねている｡
箱根火山はわが国でも代表的な複式火山で,古期外輪山と新期外輪山及び中央火口丘に

よる三重式火山である｡古期外輪山には明神岳(1169m)
,明星岳(923m) ,金時山

(1213皿)
,大観山(1014m) ,白銀山(993m)等の標高1000m前後の山々が円形に位

置し,東部は早川と須雲川により深く侵食されている｡中央火口丘は箱根の主峰神山(1438

皿)を中心に駒ヶ岳(1327m) ,二子山(1090血･)などが並んでいる｡
モミ林はこれらの山塊の標高400mから1000mの付近に自然林として見いだされる｡特

に多いのは,丹沢山地では大山南斜面,丹沢札掛付近,三ツ峰から高畑山周辺,塩水川源

流部,箱根では白銀山から聖岳周辺,および大観山南斜面から奥湯河原の各地であり,本

研究ではこれらの地域を調査した｡

また箱根につづく伊豆半島にもモミ自然林が残されており,参考のため天城山周辺の調

査も行った｡

県内の気候は丹沢山地,箱根火山ともに山頂部は気温が低く,降水量も多い｡特に箱根

では丹沢山地に比較し降水量が多くなっている｡

いずれも山地特有な複碓な地形の影響を受け局地的な差が大きく,同じ標高でも尾根を

境に南斜面と北斜面では非常に異なった気候となりその反映として植生も変化する｡丹沢

札掛のモミ林では,斜面の南に標高1000mまでアラカシ,シラカシ,ヒサカキなどがみら

れる一方,尾根を境にイヌブナ,シデ類を主としたモミーイヌブナ群落のような景観が見

られる｡

神奈川県の年平均気温分布図,年降水量分布図(横浜地方気象台1985)を図1,図2に,

調査地域図を図3に示す｡



神奈川県のモミ自然林
23

図1神奈川県 年平均気温分布図(単位℃) 図2 神奈川県 年降水量分布図(単位100mm)
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植物社会学的研究

1.調査方法

現地調査では比較的均質な林分に調査区を設定し,階層別にリストをつくり優占度と群

度を全推定法(BRAUN･BLANQUET 1964)により記録した｡

森林の階層は高木層,亜高木層,低木層,草本層に分け,各階層の高さをあらかじめ固

定せずにそれぞれの群落構造に応じて決めた｡

現地調査で得られた調査資料は群落の組成をもとに表に組み,最終的に組成表にまとめ

た｡

2.親査結果及び考察

現地調査は丹沢,大山,箱根,奥湯河原及び天城山を含め25地点で行った｡モミは単木

的には三浦半島の神武寺,池子などで海抜100皿以下にもみられる(図4)
｡しかしモ

ミが群生するところは神

奈川県下では,標高400

図4 単木的に見られる県下暖温帯のモミ

逗子市!神武寺(Zusi)

mから1000皿の問であっ

た｡

調査資料を群落構成種

の組合せを基礎におき検

討を加え組成表として表

1 (付表)にまとめた｡

表1から明らかなよう

に今回の調査対象のモミ

林は,モミ,シキミ,ア

ブラチャン,アセビ,ヤ

プムラサキ,キッコウハ

グマ,イヌツゲ,イワガ

ラミを標徴種とするモミ

-シキミ群集(鈴木1961)

として位置付ることがで

きる｡そしてさらに以下の4つの亜群集に区分することができる｡

モミーシキミ群集

a.アカガシ亜群集

b.典型亜群集

c.ツガ亜群集

d.ブナ亜群集

Illicio
-
Abietetu皿firmae StTZ.-･Tok.. 1961

a ; Subass. of Quercus acuta

b ; Typical subassosiation

c I
, Subass. of Tsuga sieboldii

d : Subass. of
Fagus crenata

鈴木(1961)はモミーシキミ群集の標徴種としてモミ,シキミ, イワガラミ,イヌツゲ,

アブラチャン,ヤプムラサキ,アオハダ,クリの8種をあげている｡今回の調査では上記
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の8種中,アオ-ダ,クリはモミ-シキミ群集との結びつきが認められず,他にキッコウ

ハグマ,アセビの2種が結びつきが強く,これを標徴種群に加えた｡

モミーシキミ群集は表日本では垂直的な分布範囲が広く,照葉樹林帯域に分布を広げる

とアカガシ,ウラジロガシ,アオキ,ヒサカキをともないアカガシ亜群集の組成を持つ｡

夏緑樹林帯域に分布を広げるとブナ,コシアブラ,タンナサワフタギをともないブナ亜

群集となる｡また,土地的な条件によりツガ,イヌブナ,リョウブ,コカンスゲをともな

うとツガ亜群集になり,典型亜群集はこれらの区分種を持たない｡

モミ-シキミ群集を,その立地から特徴をみると,典型亜群集はいわゆる照葉樹林帯か

ら夏緑樹林帯への移行地帯の土壌もよく安定した土地にみられ,今回の調査では標高660

mから860 mで観察された｡

アカガシ亜群集は照葉樹林域に分布を広げたときには尾根部の土壌の浅い所に分布し,

標高400 mから700 mでみられた｡

一方夏緑樹林域に分布域を広げると,モミは土壌の厚い所や谷部の条件のよいところで

はブナと共に生育しブナ亜群集となる｡この群落は標高880 mから1060mにみられた｡

また,土壌の浅い尾根や岩礁地のような条件の悪いところではツガが優勢になり,モミ

と混生してモミ･ツガ林を形成する｡このような群落をツガ亜群集とした｡この群落は標

高550 mから870 mにみられた｡

各亜群集の分布した標高と暖かさの指数(WI) ･寒さの指数(CI)との関係をまとめ

たものが図5である｡

標高100
mあたりの気温の逓減率は0.5-0.6であると言われるが,県内の三崎(標高

2m,年平均気温15. 2 ℃)と湯本(標高120m,年平均気温15.8 ℃)のデータから逓減

率を求めると, 0.51/100mとなる｡そこで逓減率0.5を用いて,県央の厚木の月別平均

気温(横浜地方気象台資料)よりそれぞれの標高での暖かさの指数･寒さの指数を推定し

た｡

モミーシキミ群集はカシ類やブナをともなわない典型亜群集をもち,これが鈴木(1961)

の言う中間温帯林の中核であり,あるいはまた吉良(1949)の言う暖帯落葉樹林帯の一部

にあたる｡

宮脇ら(1964)は丹沢･大山の調査から丹沢のモミ林をヤブツバキクラスのモミ林とブ

ナクラスのモミ林とに大別し,本谷川流域で両モミ群落の移行点は海抜750 m付近である

とした｡そしてヤブツバキクラスのモミ林をモミ-シキミ群集とし,ブナクラスのモミ林

はヤマボウシーブナ群集,ツガ亜群集,モミ変群集に位置づけ,後に(1972)ヤマボウシ

ーブナ群集,モミ亜群集としている｡
今回の調査結果から宮脇らのヤブツバキクラスのモミーシキミ群集はアカガシ亜群集に

ブナクラスのモミ林はブナ亜群集にそれぞれ当たり,両者の移行帯としたものが典型亜群

集に相当すると考えられる｡

この議論は群集標徴種の主体をヤブツバキクラスにおくかブナクラスにおくかという問

題ともとらえられる｡モミーシキミ群集の種構成をみると,ヤブツバキクラスの標徴種ま

たは区分種とされるカヤ,テイカカズラ,ヒイラギおよびブナクラスの模倣種または区分

種とされるヤマモミジ,イタヤカエデ,ツリバナ,コバノガマズミ,クロモジ,ツタウル
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図5 各亜群集の分布とWI ･

CIの関係

シ,ミツバツツジなどはどの調査区でも出現し, 2つのクラスにはっきりと分けることは

難しい｡

いずれのクラスに主体を置くことも可能ではあるが,モミ林は群落学的には照葉樹林帯

から夏緑樹林帯にかけて分布しており,現実的に解釈すれば両者が複合している移行帯と

考えることが妥当である｡すなわち,神奈川県内にみられるモミ-シキミ群集は典型部を

中間温帯に持ち,照葉樹林帯域から夏緑樹林帯域に生育域を持つ分布範囲の広い群集であ

る｡

県内のモミ林の構造はいずれもモミが超高木層を形成しその下にカシ類やブナ,カエデ

類あるいはシデ類が生育している｡群落の構造上モミはカシ類やブナ等と直接種間競争が

起こりにくい｡そこで照葉樹林帯から夏緑樹林帯の移行部に遺存的に生育しているのでは

ないだろうか｡

これを裏付るように梶(1975)は房総半島のモミ林を調査し,これは照葉樹林帯のモミ

林であり,スダジイ,アカガシ,ウラジロガシなどの常緑広葉樹の優占する群落への遷移
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過程であることを報告している｡

ツガ林については,モミ林との関係が十分解明されていないが,山中(1963)はツガー

コカンスゲ群集を土地的な極相と位置づけている｡今回の調査でも,ツガ亜群集ではモミ

ーシキミ群集の群集標徴種とともにツガ,イヌブナ,リョウブ,コカンスゲが高常在度で
みられる｡これは鈴木(1949)のツガーコカンスゲ群集の標徴種と一致する｡

神奈川県内でみる限りツガーコカンスゲ群集は土地的,地形部条件をよく反映しており

土地的極相のようにみえる｡典型亜群集とツガ亜群集の分布する標高がかなり重なってい

ることもこれを裏付けているかもしれない｡今回の調査では,モミーツガーブナとつなが

っている地点は札掛と塩水川上流の一部のみで,丹沢,高畑山,三峰,塩水川上流および

箱根,白銀山から三所山付近などではモミにブナが接している｡

帯状区調査の結果

この研究に着手した目的の一つにモミ林の実態を記録するということがある｡そのため

県下の代表的モミ林の林相を帯状区法( Belt transect method )を採用し解析した｡帯

状区は均質な群落を選び幅5 m長さ50mを基本とした帯状区を設け群落構造図を描いた｡

帯状区内の樹木について,樹高および胸高直径を測定し,種類ごとの樹高階別本数表なら

びに胸高階別本数表を作成した｡

林床の植物については5 × 5 m2E:とに出現する植物の優占度(Dominance)を記録し

た｡

さらにこれらの測定結果から,一つの帯状区内における頻度(Frequency)と帯状区

で示された群落中の種の優占関係を示すものとして総合優占度(Coverage Value )を算

出した｡

頻度(F.)は群落内における種の一様性を知るために有効であり,帯状区内の方形区数

に対する各々の種の出現する割合をⅠ -Ⅴの五段階を用いて示した｡

[1] 大山･丹沢(図6)

Ooyama ･ Tanzawa (Fig.6 )

(大山地区)

大山の南東斜面一体はモミが多く標高400mから1000m付近の問でモミ林が連続してみら

れる｡大山下部のモミ林の構成種はアラカシ,ウラジロガシなどのカシ輯を含み｢富山地

区｣と呼ばれる｡上部のモミ林ではブナ,ヤマボウシ,などのブナ林の構成種を含み｢天下

一地区｣と呼ばれる｡これらの地区はともに｢大山の原生林｣として県の天然記念物指定を

受けている｡また大山ケーブルの下社駅から大山山頂にかけての南斜面にもモミ林がみら

れる｡

特に大山のモミ林ではモミの立ち枯れが問題となっており,酸性雨,排気ガスなどの公

害との関連が考えられているが事実関係は解明されていない｡今回の調査でもかなりの数

のモミの立ち枯れを観察しており,設定した帯状区にも樹高や胸高直径に比べ枝の張り方

が悪く,明らかに樹勢の衰えていると思われるものがみられた｡
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(札掛地区)

神奈川県内でもっともよく発達したモミ自然林がみられるのが丹沢であり,特に札掛の

-の沢学術参考林は樹高30mに達する.よく発達したモミ純林が保存されている｡中津川上

流の布川ぞいに-の沢峠からミズヒノ頭にかけ標高400m-900mにわたりモミ林,モミ

･ツガ林がみられる｡物見峠入口の標高400mではモミ林の林床にヤブツバキ,アオキ,

テイカカズラなどの代表的なヤブツバキクラスの要素を含む林分から,モミ･ツガ林,そ

してヤマボウシ,ミツバツツジなどのブナクラスの要素を含む林分までが山腹に連続して

みられる｡

(三峰-高畑山地区)

三峰から高畑山を経て宮ケ瀬に至る登山道では標高1000m以下のところにしばしばモミ

林がみられる｡特に標高766 mの高畑山の西斜面にはカシ類もブナもみられないモミ林が

みられるQ札掛地区のモミ林にくらべるとモミの樹高は全般的に低く15-25mにとどまっ

図6 大山･丹沢調査位置図

Fig.6. Ooya皿a, Tanzawa
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ている｡このコース沿いの南斜面のモミ林ではしばしば1000m付近までアラカシやシラカ

シが単木的に分布している｡

(塩水川源流部)

中津川上流の塩水川源流部にもよく発達したモミ林,モミ･ツガ林,ツガ林がみられる｡

塩水川林道が堂平の手前まで伸びているが,この林道終点部付近にはブナを伴ったモミ林

ツガ林が残存している｡

[1.a]帯状区

(50× 5)nf,標高850m,方位S20W,傾斜38o , 1986年6月14日調査

本帯状区は大山の見晴台から山頂-向かう登山道の中間部,南西斜面に設定したo

高木層は18-25mのモミが優先し,亜高木層にはイロ-モミジ,ヤマボウシ,アワブキ

アオダモなどとともにアカガシもみられる.第一低木層にはシキミ,アセビ,ヒメシャラ

マメザクラなどがみられ,第二低木層はスズタケが一面に優占している｡草本層の発達は

悪くツルマサキ,イワガラミ,ミゾシダなどが目につく程度である｡

本群落は植物社会学的にはモミーシキミ群集典型亜群集であると考えられる｡

本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表2,表3に,林床植物一覧表を表4に,樹

冠投影図を図8に示す｡

図7 大山 モミ林[1.a]帯状区(Ooyama)
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表2 [1.a]帯状区樹高階別本数表

Table 2. Number of trees in each height grade in the [1.a]belt-transect
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表3 [1.a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 3･ Number of trees in each diameter grade in the [1.a] belt-transect
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衰4 [1.a]帯状区林床植物一覧表

Table 4. Cover degree and frequency of the plants in the [1.a] belt-transect
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図8 [1.a]帯状区モミ-シキミ群集典型亜群集(大山)

[1.al belt-transect in the forest of lllicio-Abietetum firmae typical subass.(Ooya
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[1.b]帯状区

(50× 5)m2,標高400m,方位w,傾斜30o , 1985年7月30日調査

本帯状区は-の沢学術参考林の最下部に位置し,物見峠入口から-の沢峠-向かう登山

道から東に連なる尾根に設定した｡

高木層はモミが優占し樹高は30m-35mに達する｡林床には,シキミ,ムラサキシキブ

に加えヤブツバキ,アオキ,テイカカズラなどがみられる｡

土壌は比較的厚いが草本層の発達はあまりよくなく,植被率は10%以下である｡本群落

は植物社会学的にはモミ-シキミ群集アカガシ亜群集であると考えられる｡

本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表5
,表6に,林床植物一覧表右表7に,樹

冠投影図を図10に示す｡

図9 丹沢,札掛 モミ･ツガ林

[1.b]帯状区( Tanzawa )
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表5 [1.b]帯状区樹高階別本数表

Table 5. Number of trees in each heig･ht grade in the [1.b] belt-transect
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表6 [1.b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 6. Number of trees in each diameter grade in the [1.b] belt-transect
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表7 [1.b]帯状区林床値物一覧表

Table 7･ Cover degree and frequency of the plants in the [1.b] belt…transect
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図1C [1.b]帯状区 モミーシキミ群集アカガシ亜群集(丹沢,札掛)

Fig. 10, [ 1. b ] belt-transect in the forest of Illicio-Abietetum firmae

subass. of Quercus acuta (Tanzawa, Fudakake)

[1.c]帯状区

(50× 5)m2,標高630m,方位N20W,傾斜25o, 1986年11月7日調査

本帯状区は札掛, -の沢の学術参考林の中部に位置し,帯状区[1.b]に連なった尾根状

部に設定した｡

高木層はモミとツガが優占し,モミ･ツガ林を形成する｡土壌はあまり厚くなく所々母

岩が露出している｡モミは谷部や土壌条件のよいとこに生育し,ツガは尾根状地や岩疎の

多いところに生育している｡亜高木層にはモミ,イヌブナ,アオダモ,イロハモミジが混

生する｡低木層にはアセビ,シキミが高頻度で出現し,草本層にはテイカカズラとともに



神奈川県のモミ自然林 37

コカンスゲも見られ,群落の構成にツガ｣-コカンスゲ群集の種を有している｡

天然記念物である-の沢学術参考林のモミ林は一般に林床の植被率が少なく草本層の発

達が悪い｡特にこの帯状区では草本層の植被率は5%に満たず2%程度である｡宮脇ら

(1964)によると,当地域の草本層植被率は15%-35%であり,この20年間にかなり林床

植生が変化したものと考えられる｡

本群落は植物社会学的にはモミーシキミ群集ツガ亜群集であると考えられる｡

本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表8,表9に,林床植物一覧表を表10に,樹

冠投影図を図12に示す｡

図11丹沢,札掛 モミ･ツガ林[1.c]帯状区
( Tanzawa )
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表8 [1.c]帯状区樹高階別本数表

Table 8･ Number of trees in each heig･ht grade in the [1.c] belt-transect
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表9 [1.c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 9. Number of trees in each diameter grade in the [1.c] belt-transect
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表10 [1.c]帯状区林床植物一覧表

Table lO･ Cover degree and frequency of the plants in the [1.c] belt-transect
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図12 [1.c]帯状区 モミーシキミ群集ツガ亜群集(丹沢,札掛)

Fig. 12. [ 1. c ] belt-transect in the forest of lllicio-Abietetum firmae-

subass. of Tsuga sieboldii (Tanzawa, Fudakake)

[1.d]帯状区

(50× 5)m2,標高760m,方位w,傾斜 Oo(斜面の傾斜30o), 1986年10月17日調査

本帯状区は三峰から宮ケ瀬に至る登山道ぞいに位置する高畑山西斜面に設定した｡均質

な林分を得るため轟こ斜面に水平に等高線にそった形で帯状区を設定した｡

高木層には樹高15-20mのモミが優占し,亜高木層にはモミ,ツガ,クマシデ,ヤマモ

ミジ,マルバアオダモ,ウリカエデなどがみられる｡低木層ではアセビ,ヤマツツジ,ミ

ツバツツジ,ツクバネウツギ,林床にはミヤマシキミ,ツルマサキ,ヒメカンスゲなどが

多い｡
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モミは低木層から亜高木層にかけて樹高7-15mのものまでかなり多くみられ,ブナお

よびカシ類を欠きシデ･カエデ類が多くみられるのが特徴である｡

本群落は植物社会学的にはモミ-シキミ群集典型亜群集であると考えられる｡

本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表11,表12に,林床植物一覧表を表13に,樹

冠投影図を図13に示す｡

表11 [1.d]帯状区樹高階別本数表

Table ll. Number of trees in each height grade in the [1.d] belt-transect
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表12 [1.d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 12. Number of trees in each diameter grade in the [1.d] belt-transect
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表13 [1.d]帯状区林床植物一覧表

Table 13･ Cover degree and frequency of the plants in the [1.d] belt-transect
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図13 [1.d]帯状区 モミーシキミ群集典型亜群集(丹沢,高畑山)

Fig. 13. [ 1･ d ] belt-transect in the forest of lllicio-Abietetum firmae

typical subass･ (Tanzawa, Takahatayama)
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[1.e]帯状区

(50× 5)Hf,標高880m,方位N20E,傾斜40o, 1986年10月30日調査

本帯状区は塩水川源流部,林道塩水川縁の終点部より100皿はど下った尾根部に設定し

た｡土壌は比較的厚く,適潤であるが所々岩磯が露出し土壌の薄く乾いている部分もある｡

高木層は樹高20-25mのモミとツガおよび15-20mのブナにより構成されている｡亜高

木層にはアカシデ,アサダ,モミが優占しコ-ウチワカエデ,アオダモなどがみられる｡

低木層にはアセビが多く,ついでシキミ,ミツバツツジ,ゴヨウツツジ,ヤマボウシ,イ

ヌブナなどがみられる｡草本層の発達は悪く植被率10%程でイワガラミ,キッコウハグマ,

テイカカズラなどが目につく｡

塩水川源流部には,ブナを混えたモミ林およびモミ･ツガ林がかなり多くみられ,今回

の調査では最も大きな規模の群落が残存している地域である｡本群落の上部には堂平が広

がり,当地域でモミは標高1200mあたりまで単木的にみられウラジロモミとともに生育し

ている｡堂平の標高1000-1200mあたりの植生峠,高木層にブナ,ウラジロモミ,イヌブ

ナ,亜高木層に,サワシバ,クマシデ,オオモミジなどがみられ,モミとウラジロモミの

違いを除桝ぎ,本帯状区と類似した植生がみられる｡

図14 丹沢 塩水川源流部 モミ･ブナ林

[ 1･ e]帯状区(Tanzawa)
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表14 [1.e]帯状区樹高階別本数表

Table 14. Number of trees in each height grade in the [1.e] belt-transect
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表15 [1.e]帯状区胸高直径階別本数表

Table 15. Nnmber of trees in each diameter grade in the [1.e] belt-transect
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表16 [1.e]帯状区林床植物一覧表

Table 16. Cover degree and frequency of the plants in the [1.e] belt-transect
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本群落はブナ林の要素をふくみながらモミ,シキミ,アセビ,キッコウ-グマ,イワガ

ラミなどのモミーシキミ群集の標徴種を構成種にもち植物社会学的にはモミ-シキミ群集

ブナ亜群集であると考えられる｡

本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表14,表15に,林床植物一覧表を表16に,樹

冠投影図を図15に示す｡

図15 [1･e]帯状区 モミ-シキミ群集ブナ亜群集(丹沢,塩水川源流部)
Fig. 15. [ 1･ e ] belt-transect in the forest of Illicio-Abietetum firmae

subass. of Fagus crenata (Tanzawa, Ensuigawa)
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[2]箱根･湯河原(図16)

Hakone ･ Yugawara (Fig 16)

(箱根地区)

箱根でモミ林が多くみられる地域は,外輪山南東部の白銀山北東斜面,標高700-900

mの尾根部,特に三所山周辺および聖岳から前聖岳にかけての北西斜面である｡聖岳周辺

のモミ林は伐採が進んでおり,二次林的要素のものが多いが,三所山周辺のモミ林は比較

的自然度が高い｡これらのモミ林は箱根ターンパイクぞいの標高600-900mの間にみる

ことができる｡また小規模のモミ林や単木的なモミは湯本茶屋南部の白銀林道に沿ってみ

られる｡

箱根は県下でも最も降水量が多い地域であり,ターンパイク周辺は特に霧がよくかかる

地域である｡そのため雲霧帯に特徴的なイトスゲが林床にしばしばみられる｡

また県下の他の地域のモミ林ではあまりみられないヒメシャラが多く出現するのもこの

地域の特徴である｡

図16 箱根･湯河原調査位置図

Fig. 16. Hakone, Yugaw卑ra
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∫/ワ

(湯河原地区)

藤木川上流の天照山神社から大観山の南斜面にかけての尾根部にはモミの自然林があり,

環境庁の第2回自然環境保全基礎(1979)で日本の重要な植物群落として調査されている｡

これらのモミ林は県道仙石原･湯河原線(ツバキライン)ぞいにみることができる｡天

照山神社周辺では林床にスズタケをともなったモミ林がみられる｡大観山,南斜面のモ享

林は傾斜40o -45oの急斜面に分布している｡

また湯本から湯河原に至る白銀林道ぞいはスギ造林地が広がっているが,箱根航空路監

視レーダー局の東部,立沢山の東南斜面にも小規模ながらモミ林がみられる｡

[2.a]帯状区

(50× 5)m2,標高860m,方位N80E,傾斜15o , 1986年11月10日調査

本帯状区は白銀山北東部,三所山東斜面の尾根状部に設定した｡土壌は厚くやや湿って

いる｡

高木層は樹高15-20皿程度のモミが優占し,亜高木層にはイロ-モミジ,イタヤカエデ,

ヤマモミジなどのカエデ類が多い｡低木層ではシキミ,アセビ,イヌツゲが多く,草本層

ではヒカゲスゲ,イトスゲ,キントキシロヨメナなどが多くみられ,林床植物の植被率は

向い｡

モミの一部には樹勢の衰えているものがみられる｡当地区ではモミ林にブナが直接接し

ている｡

本群落は植物社会学的にはモミ-シキミ群集典型亜群集であると考えられる｡

本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表17,表18に,林床植物一覧表を表19に,樹

冠投影図を図18に示す｡

図17 箱根,白銀山 モミ林[2. a]帯状区(Hakone)
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表17 [2.a]帯状区樹高階別本数表

Table 17. Number of trees in each height g･rade in the [2.a] belt-transect
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表18 [2.a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 18. Number of trees in each diameter grade in the [2.a] belt-transect

胸高直径 B.H.D (cm)
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表19 [2.a]帯状区林床植物一覧表

Table 19･ Cover degree and frequency of the plants in the [2.a] belt-transect

距離 Distance (A)

植物名 Species

VC
℡r

L
L
1

2

0

4

5

0
,
_
-
L
L
'

4

4
3
5
-
4
0

3
0
-
3
5

5

11.,0

2

3

2
0
-
2
5

5

_.0

l
､
~
ク
ー

1
0
-
1
5

5
-
1
0

0

～

5

シラキ Sapiun japonicuJ)

モミ Abies fima

アカがシ Quercus acuta

アオタttモFraxinus lanuginosa

イヌシデ Carpinus tschonoskii

●

+

●･

◆

●

n山

=

●

.

◆

●

●

+

●

l

●

●

051

□

I

1

T⊥

l

+

●

●

+

シキミ Illicium religiosun

アセビ Pieris japonica

イ_7u)ケttllex crenata

コアシ1-サイHydrangea hirta

ヤマアシ11サイH. E[aCrOPhylla var.acuninata

ココ､､メウQ)キ､■stephanandra incisa

ミV7イホ､●タLigstrum tschonoskii

アブヾラチャンParabenzoin praerc8Ⅹ

ツク11､■享り舛''Abelia spatulata

ツワntlナ EuoniJ)uS OXyphyllus

コ)rtJがマスナミVibrnuJ) erOSun

サⅠ川7)イがラSzBilax china

ススヾタケSasa borealis

ニー汁コ SaJ)bucus sieboldiana

アオキ Aucuba japonica

)イ)1､1ラRosa J》ultiflora

llナイカタttHelvingia japonica

ウアキ､､Deutzia crenata

サマ門シ､､ Rhododendron kaen]pferi

コシアフ､lラAcanthopanax sciadophylloides

モミシナイチT Rubus palDatuS Var.COptphyllus

マツフtlサSchisandra repanda

5

5

<V

5

8

2

7

nv

7

5

4

3

3

2

Ⅳ
Ⅲ
Ⅴ
Ⅳ
Ⅱ
皿
Ⅲ
E
3
Ⅲ
E
]
l

1

l

i

i

1

l

1

i

I

I

i

+

1

ー

+

･
+

+

･
+

+

･
+

･

●

+

1

.
+

l

+

十

･
十

+

･

.

･2

1

つ▲

･
･
･
+

･

･
+

･

･
･
･
･
･
+

･

･1

1

1

･

･
+

･

■

+

+

.

1

1

+

･

･
+

･

.
+

.

1

1

1

+

･
+

･

･
+

･
･

･
十

･

1

.

+

+

●

+

●

+

,

2

.1

+

･
･
+

+

･
+

+

･

.
+

.

+

.1

.
◆

+

◆

+

◆

･
+

･

●

+

+

●

ー

.

.1

+

+

･

･
･
･
十

･

ミヤマシキミSki山ia japonica

ヒカケヾスケ11Carex lanceolata

小スケ1' carex fernaldiana

キンj･キシロヨメナAster ageratoides*

イワがラミ SchizophragDa hydrangeoides

ヘビバrlサーI AthyriuJ) yOkoscense

別iマザキEuonilluS fortunei var.radicans

カンアオイAsaruzp kooyanuJ) Var. nipponicuJB

タ門ホ､■スミレViola grypoceras

ヤマノイモDioscorea japonica

ミo)がアケビ Akebia trifoliata

ミヤマカタハーtミOxalis griffithii

エイサヾンスミレViola eizanensis

ツルリンドウTripterosperDu血japonicun

マB)カセ■ソウBoenninghausenia japonica

タttンドダムラリウSalvia lutescens**

ヤマト州フ+LAconitud) japonicutl VAT.DOuntanuエl

けスミレ Viola takedana

へ''こ沖't Dryopteris erythrosora

クサアシ1tサイCardiandra alternifolia

0

5

0

o

2

o

3

へ
′
】

1

2v
Ⅲ
;
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
E
=
-
I

II

I

i

i

1

I

I

3

.1

.

+

.

十

･

.

･

●

･

●

●

｡

･

2

.

◆

+

+

+

･

+

･

･

･

･
･

･

･

･

･

+

･

l

+

･

+

+

･

･

+

+

･

●

･

●

･

●

･

2

.

･
+

+

+

+

･

･

･

+

･

･

･

･

･

｡

･

3

･l

+

+

+

●

●

･

■

･

｡

十

●

l

+

･

･
十

･
+

･

･
十

･

●

･

●

･
十

･

2

◆

･

･

･
+

+

十

+

･

●

･
+

+

●

･

●

2

+

+

+

+

+

+

+

+

+

●

+

+

･
｡
･

●

･

3

1

･

+

･

･
+

十

+

.+

,

･

3

2

･

+

◆

+

+

･
+

+

●

･

●

･

-

･

｡

* var. harae i.savadanus ** var. stolonifera

51



52 和泉良司･遠山三樹夫

図18 [2.a]帯状区 モミ-シキミ群集典型亜群集(箱根,白銀山北東部)
Fig. 18. [ 2. a ]belt-transect in the forest of lllicioIAbietetum firmae

typical subass. (Hakone, Siroganeyama)
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[2.b]帯状区

(50× 5)nf,標高700fn,方位S,傾斜45o, 1985年7月1日調査

本帯状区は奥湯河原藤木川上流,ワル沢東部の尾根状地に設定した｡斜面の傾斜が強い

ため土壌は浅くやや乾燥している｡

高木層は15-28mのモミが優占し,亜高木層はモミに加え,アカシデ,ヤマモミジ,イ

タヤカエデなどがみられる｡低木層にはシキミ,アセビに加えカヤ,ウラジロガシ,ヒイ

ラギ,ヒサカキ,アオキなどがみられる｡草本層の植被率はあまり高くないが,ヒカゲス

ゲ,ミヤマシキミ,キッコウ-グマなどがみられる｡

本群落は植物社会学的にはモミーシキミ群集アラカシ亜群集であると考えられる｡

本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表20,表21に,林床植物一覧表を表22に,樹

冠投影図を図20に示す｡

図19 湯河原 モミ林[2･b]帯状区(Yugawara)
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表20 [2.b]帯状区樹高階別本数表

Table 20. Number of trees in each height grade in the [2.b] belt-transect
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表21 [2.b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 21. Number of trees in each diameter grade in the [2.b] belt-transect

胸高直径 B.H.D (

植物名 Species

計0
T山"u

645825043834242218那S【且1COY上?C

alTOt

ー
､
っ
▲

.
一

7

ヽ(

66

､(

06

-
5
4

･-J4､･ー

04

-
3
6

.-_･6

2

-
2
4

-
2
0

､(

8ー

-
1
6

5iZ5醍～

OI

～

CO

モミ Abies firD)a

アわシデ､ Carpinus laxiflora(C)
ヤマモミシ､'Acer palDatun*(Ap)
')ヨウフ'-Clethra barbinevis(Cb)
イタヤカエテ1'Acer DOnO(AJ))
イ対デCarpinus tschonoskii(Ct)
ホオ)i hgnolia obovata(H)
イロ八モミシ.IAcer palJ)atuD**(A)

1

l

●

l

●

l

･

1

l

●

●

●

l

●

●

l

●

1

ー

･

. 1

マメサ､､ケラPrunus incisa(P) . 1

4

2

…

2

1

1

1

1

1

11

●

●

･

●

●

●

2

●

●

●

●

l

●

●

l

●

●

●

3

●

●

●

●

●

l

●

●

l

●

●

●

●

●

●

l

●

●

●

計 Total 1 2 2 2 2

* var. J)atSu皿urae ** var. palnatum
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表22 [2.b]帯状区林床植物一覧表

Table 22. Cover degree and frequency of the plants in the [2.b] belt-transect

55
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神奈川県のモミ自然林

図20 [2.b]帯状区 モミーシキミ群集アラカシ亜群集(湯河原)

Fig. 20. [ 2･ b ] belt-transect in the forest of Illicio-Abietetum firmae

subass. of Quercus acula (Yugawara)
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摘 要

1,神奈川県,丹沢,大山,箱根,湯河原及び静岡県,伊豆半島天城山にみられるモミ自

然林の植物社会学的研究を行った｡

2.植物社会学的研究の結果,調査対象地のモミ林はモミ-シキミ群集に位置づけること

ができ,以下の4亜群集に分類することができた｡
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モミーシキミ群集

a.ァカガシ亜群集 b.典型亜群集 c.ツガ亜群集 d.ブナ亜群集

3.モミ-シキミ群集はモミ帯を形成し,中間温帯林の中核的群落を形成するものと考え

られる｡モミーシキミ群集は暖温帯林と冷温帯林の構成要素をもち,分布範囲が広いが

典型部は独立性があり,表日本において往々にしてモミ帯を形成する｡

4.モミ林とツガ林の関係は神奈川県内でみる限り,モミ-シキミ群集内に土地的にツガ

-コカンスゲ群集が分布し,両群集が複合して生育していると考えられる｡

5.調査地の代表的な林分に帯状区を設定し,樹冠投影図を描き,帯状区内に出現する樹

木の樹高および胸高直径を測定し,林床植物の優占度を記載し,群落構造を明らかにし

た｡
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